
キャリア　　　　　 　　　　　ライフ

長崎大学医学部卒業、循環器内科（旧第三内科）入局　～長崎大学病院・関連病院勤務 1992年

1993年 25歳

和文論文作成 1994年 結婚

1995年 Lv

和文論文作成、長崎大学病院に復職（フルタイム勤務、当直免除） 1996年 第一子妊娠・出産（産前休暇４週+育休取得７か月） 子どもが病気の時は、知人に預ける 0 3

関連病院（フルタイム勤務、当直減免） 1997年 子どもが病気の時は、病児保育を利用 1 3

1998年 30歳 第二子妊娠⇒体調不良で休職（産前３か月） 外部の宅配を利用 2 3 Lv

長崎大学病院で研究（研究生）、関連病院で短時間常勤（当直免除）×２年間 1999年 第二子出産（産前休暇６週+育休取得３か月） 食洗器や衣類乾燥機を活用 3 2 0 3

2000年 外部の家事サービスを利用（掃除、週３回） 4 年小 2 1 3

長崎大学病院医員（フルタイム勤務、病棟主治医、急患対応は日勤帯のみ、日直月２回）、英語論文作成 2001年 5 年中 2 2 3

2002年 子どもの習い事送迎はシッターを利用 6 年長 2 3 2

夫の上司の紹介で、病院（米国）のエコー室の業務を見学（半年間） 2003年 35歳 夫の米国留学に伴い、家族で渡米（１年半離職） 洗濯乾燥機を活用 7 小1 3 4 年小 2

関連病院に復職（フルタイム勤務、当直無） 2004年 8 小2 2 5 年中 2

内科認定医を受験し資格取得 2005年 9 小3 2 6 年長 2

循環器専門医を受験し資格取得、産業医の研修を受講し資格取得 2006年 第三子妊娠⇒体調不良で休職（産前６か月） 夕食は外部の宅配を利用 10 小4 2 7 小1 3 Lv

2007年 第三子出産（産前休暇６週+育休取得６か月） 11 小5 1 8 小2 2 0 3

長崎大学病院に復職（パート勤務（半日×週５日、当直免除））×３年間 2008年 40歳 12 小6 1 9 小3 2 1 3

2009年 夫の異動・単身赴任により、母と子３人の４人暮らし×３年間、子宮がん検診・乳がん検診・EGDS/CS 受診開始 13 中1 1 10 小4 2 2 3

長崎大学病院医員（フルタイム勤務、外来検査のみ当直免除） 2010年 14 中2 1 11 小5 1 3 2

2011年 保育園保護者会会長×２年間、住宅ローン開始 15 中3 2 12 小6 1 4 年小 2

英文論文作成⇒学位取得（乙） 2012年 16 高1 1 13 中1 1 5 年中 2

2013年 45歳 第三子小学生⇒保育園終了 子どもは保育サポーターを利用 17 高2 1 14 中2 1 6 年長 2

長崎大学病院メディカル・ワークライフバランスセンター助教 2014年 お掃除ロボットやネットスーパーを活用 18 高3 2 15 中3 2 7 小1 3

内科専門医を受験し資格取得、ワークライフバランスコンサルタントの研修を受講し資格取得 2015年 第一子大学生 19 大1 16 高1 1 8 小2 2

2016年 第一子成人式 20 大2 17 高2 1 9 小3 2

超音波専門医を受験し資格取得 2017年 第二子大学生 21 大3 18 高3 2 10 小4 2

日本循環器学会九州支部評議員 2018年 50歳 自身の病気発覚・治療、ピラティス開始、義父の介護開始（他県） 22 大4 19 大1 11 小5 1

英語論文作成 2019年 第三子中学生（送迎業務が顕著に減少）、ヨガ開始 外部の家事ｻｰﾋﾞｽを１回利用（浴室・ｴｱｺﾝ掃除） 23 20 大2 12 小6 1

2020年 【COVID-19で生活変化】　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　家族写真2007年撮影 24 21 大3 13 中1 1

超音波指導医取得、アンコンシャスバイアス研究所認定トレーナー取得 2021年 第一子社会人となり独立、実母の介護開始 25 社会人 22 大4 14 中2 1

長崎大学病院メディカル・ワークライフバランスセンター長・准教授 2022年 第三子留学により、自宅に未成年者不在 23 15 中3 2

2023年 55歳 第二子社会人となり独立 24 16 高1 1

2024年 25 社会人 17 高2 1

2025年 18 高3 2

2026年

2027年

2028年 60歳

2029年

2030年

2031年

2032年

2033年 65歳

2034年

2035年 2022年2月作成

56歳

61歳

46歳

51歳

年度年齢 子どもの成長

第一子

第二子

41歳

パートナー

両立のために利用したサービスなど

第三子

親のサポートがほぼない状態で、種々のサービスを利用しましたが、

3歳未満の子どもがいる時、受験生の子どもがいる時は、

学会発表や論文作成をする気持ちの余裕が持てませんでした。

でも、子どもは成長していき、いずれ、自分の時間が増えてきます。

私は周囲より１０年くらい遅いキャリア形成ですが、

自分のスピード・価値観で継続すれば、進みます。

育児の共有・家事の簡素化は、両立のポイントです。

今なら、「長崎医師保育サポートシステム」を利用して、

もう少し早くキャリア形成ができたと思います。

Lv：一般的な育児の負担度合い（1→2→3・低→中→高）

学童 保育園

医師になって２０年

親になって２０年

医師になって３０年
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